
 
教 科  科 目 名  単位数  学年  学科またはコース  履 修  
英 語  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ  ２  ３  全 学 科  必履修  

（１）科目のねらい、使用教材など 

科目の  
ねらい  

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、 
 情報 や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

使 用 教 材 な ど   数研出版 COMET English Communication Ⅱ  

（２）年間予定 
 期  月   時数   学 習 内 容   学習のポイント  

一  
学  
期 
 

4 
5 
 

6 
 

7 

1 
10 

 
10 

 
1 

基礎学力テスト（課題テスト） 
Lesson 7  Fuji, a Dolphin With a New Fin 
  フジ、新しいひれのイルカ 
Lesson 8 Do We Need That 
  そのサービスは必要ですか 
期末テスト 

授業で復習・解き直し 
過去完了形 
 音読テスト 
使役動詞 make, let, have 
 暗唱文テスト 

二  
学  
期 
 

7 
8 
9 
 

10 
11 

 
12 

10 
1 
10 

 
1 
10 

 
1 

英文法集中講座 
課題テスト 
Lesson 10 Ban Shigeru, Architect of Paper 
  坂茂、紙の建築家 
中間テスト 
Lesson 11 Win for Our Nation 
  祖国のために勝つ 
期末テスト 

 
関係代名詞・関係副詞 
 暗唱文テスト 
 
知覚動詞 
 音読テスト 
 

三 学 期  
12 

 1 
8 
 

1 
 

Lesson 12 From Small Factories to the World 
  小さな工場から世界へ 
学年末テスト 

仮定法 
 プレゼンテーション  

 
（３）評価の観点 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各課の内容に関心を持
ち、積極的に発言しよ
うとしたり、聞こうと
したりしている。 
ペアワークなどのコミ
ュニケーション活動に
積極的に参加しようと
している。 

本文各 Part の内容を
簡潔にまとめ、話すこ
とができる。 
それについての自分の
意見を簡潔に話す／書
くことができる。 

正しい発音で英文を読
むことができる。 
各課での重要文法事項
を用いて正しい文を書
くことができる。 

各課の重要文法事項を
理解している。 
各課の内容とそれに関
連する事項について知
識がある。 

主たる 

評価方法 

学習プリント 
定期考査・小テスト 

定期考査 

パフォーマンステスト 

学習プリント・定期考査 

パフォーマンステスト 

学習プリント 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 
（４）評価項目・評価点など 

            評価項目・学習にあたって・評価点  

① 定 期 テ ス ト テスト対策プリントをうまく利用しましょう。 70点 

② 提  出  物 提出期限を守りましょう。 

30点 ③ パフォーマンステスト 暗唱文テスト・音読テスト・プレゼンテーションを実施します。 

④ 授 業 態 度 積極的に授業を受けましょう。 

 

５
月
～ 

英
文
法
基
礎
ド
リ
ル 


